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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第54期

第１四半期
連結累計期間

第55期
第１四半期
連結累計期間

第54期

会計期間
自 2018年４月１日
至 2018年６月30日

自 2019年４月１日
至 2019年６月30日

自 2018年４月１日
至 2019年３月31日

売上高 (百万円) 4,688 4,781 21,261

経常利益 (百万円) 809 597 2,735

親会社株主に帰属する四半期
(当期)純利益

(百万円) 560 186 1,676

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 820 190 2,117

純資産額 (百万円) 29,395 30,293 30,691

総資産額 (百万円) 36,968 39,383 39,610

１株当たり四半期(当期)純利益金
額

(円) 95.23 31.76 284.97

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 78.3 74.7 75.8
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．2018年10月１日付けで普通株式10株につき普通株式１株の割合で株式併合を行っております。第54期の期首
に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期(当期)純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四
半期(当期)純利益金額を算定しております。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

（１）経営成績の分析

当社グループは、売上高および営業利益を重要な経営指標と位置付けており、エレクトロニクス事業においては、

CB無線機、スキャナーラジオ、レーダーディテクター、車載用モニターなどの製品を積極的に販売展開しておりま

す。また、前年度に引き続き、生産コストや販売費及び一般管理費の見直しを継続的に実施しております。さらに、

不動産事業においては安定した賃貸収入を基盤として、積極的な売買活動も展開しております。当第１四半期での当

社グループ全体では、前年度と比較して売上高は増加しているものの、エレクトロニクス事業での売上の減少、為替

および材料コストの悪化に伴い営業利益は減少という結果となりました。

当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高4,781百万円(前年同四半期比2.0％増)、営業利益699百

万円(同8.4％減)、経常利益597百万円(同26.2％減)、親会社株主に帰属する四半期純利益186百万円(同66.7％減)と

なりました。

 
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

 
《エレクトロニクス事業》

当事業では、主に、無線通信・応用機器、デジタル家電機器、電話関連機器の製造販売を行ってまいりました。当

事業の売上高は2,784百万円(前年同四半期比8.4％減)となりました。製品区分別の内訳は主に次のとおりでありま

す。

〔無線通信・応用機器〕

当区分では、北米市場においてレーダーディテクターは今期に市場リリースした高価格帯の新機種の販売が好調に

推移しており、前期に引き続き売上が増加する要因となっています。一方で海上無線は大手量販店の経営方針転換に

より、昨年度後半より同社向けOEM供給ビジネスの実績が低下し、前期の売上額を下回っています。オセアニア市場

ではワイアレスセキュリティカメラの販売が引き続き好調に推移しているものの、UCB無線機において客先の在庫調

整による購入控えにより、売上の減少となっています。当区分全体では売上台数23万台(前年同四半期比2.9％減)、

売上高1,956百万円(同9.8％減)となりました。

〔デジタル家電機器〕

当区分では、国内市場での車載用チューナーの需要の低下により販売が見込めませんでしたが、一方で車載モニ

ターが前年以上の売上となっています。当区分全体では売上台数1.0万台(前年同四半期比20.6％減)、売上高294百万

円(同5.1％増)となりました。

〔電話関連機器〕

当区分では、オセアニア市場において、マーケットシェアは首位を維持しているものの、全体的に市場規模の縮小

傾向が続き、主力製品であるコードレス電話の売上が減少しております。当区分全体では売上台数8.4万台(前年同四

半期比10.7％増)、売上高は331百万円(同26.0％減)となりました。

 
《不動産事業》

当事業では、前年度に引き続き安定した賃貸事業の収益体制を背景に、当年度も販売事業を積極的に推し進めまし

た。その結果、当事業全体では、売上高2,001百万円（前年同四半期比20.2％増）となりました。
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（２）財政状態の分析

（資産）

当第１四半期連結会計期間末の流動資産は23,173百万円(前期末比189百万円減)となりました。これは、主として

現金及び預金が757百万円、原材料及び貯蔵品が225百万円、受取手形及び売掛金が59百万円、それぞれ減少し、販売

用不動産が361百万円、商品及び製品が274百万円、その他流動資産が173百万円、それぞれ増加したこと等によるも

のです。

固定資産は16,210百万円(同37百万円減)となりました。これは、投資その他の資産が21百万円、無形固定資産が11

百万円、有形固定資産が３百万円、それぞれ減少したことによるものです。

この結果、資産合計は39,383百万円(同226百万円減)となりました。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末の流動負債は4,058百万円(前期末比186百万円減)となりました。これは、主として未

払法人税等が326百万円、支払手形及び買掛金が20百万円、短期借入金が15百万円、それぞれ減少し、未払費用が121

百万円、賞与引当金が35百万円、それぞれ増加したこと等によるものです。

固定負債は5,032百万円(同357百万円増)となりました。

この結果、負債合計は9,090百万円(同171百万円増)となりました。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は30,293百万円(前期末比398百万円減)となりました。これは、主とし

て資本剰余金が588百万円、為替換算調整勘定が188百万円、それぞれ減少し、非支配株主持分が191百万円、利益剰

余金が186百万円、それぞれ増加したこと等によるものです。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

 

（４）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は85百万円であります。なお、当第１四半期連結累計期間において

当グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約の決定又は締結等は行われておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,900,000

計 16,900,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2019年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2019年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,313,964 6,313,964
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は、
100株であります。

計 6,313,964 6,313,964 ― ―
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2019年６月30日 － 6,313 － 18,000 － 161
 

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(2019年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   2019年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 ―

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

432,800

完全議決権株式(その他)
普通株式

58,322 同上
5,832,200

単元未満株式
普通株式

― 同上
48,964

発行済株式総数 6,313,964 ― ―

総株主の議決権 ― 58,322 ―
 

(注) １．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が100株（議決権１個）含

まれております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式62株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

  2019年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ユニデンホールディングス
株式会社

東京都中央区八丁堀
２丁目12番７号

432,800 － 432,800 6.91

計 ― 432,800 － 432,800 6.91
 

 

２ 【役員の状況】

　　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(2007年内閣府令第

64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2019年４月１日から2019年

６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(2019年４月１日から2019年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、三優監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 9,798 9,041

  受取手形及び売掛金 3,657 3,598

  商品及び製品 977 1,251

  販売用不動産 7,271 7,632

  仕掛品 164 203

  原材料及び貯蔵品 1,023 798

  その他 478 651

  貸倒引当金 △8 △4

  流動資産合計 23,362 23,173

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 2,188 2,158

   機械装置及び運搬具（純額） 127 121

   工具、器具及び備品（純額） 318 282

   土地 12,118 12,118

   建設仮勘定 72 139

   有形固定資産合計 14,824 14,820

  無形固定資産 177 165

  投資その他の資産   

   投資有価証券 647 647

   その他 721 699

   貸倒引当金 △123 △123

   投資その他の資産合計 1,246 1,224

  固定資産合計 16,247 16,210

 資産合計 39,610 39,383
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 984 963

  短期借入金 545 529

  1年内返済予定の長期借入金 180 185

  未払費用 750 872

  未払法人税等 970 644

  賞与引当金 89 125

  役員賞与引当金 23 20

  製品保証引当金 16 15

  その他 683 702

  流動負債合計 4,245 4,058

 固定負債   

  長期借入金 4,131 4,487

  その他 542 544

  固定負債合計 4,674 5,032

 負債合計 8,919 9,090

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 18,000 18,000

  資本剰余金 28,557 27,969

  利益剰余金 1,735 1,921

  自己株式 △7,336 △7,337

  株主資本合計 40,955 40,553

 その他の包括利益累計額   

  為替換算調整勘定 △10,934 △11,122

  その他の包括利益累計額合計 △10,934 △11,122

 非支配株主持分 669 861

 純資産合計 30,691 30,293

負債純資産合計 39,610 39,383
 

EDINET提出書類

ユニデンホールディングス株式会社(E01830)

四半期報告書

 9/16



(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

売上高 4,688 4,781

売上原価 2,850 3,121

売上総利益 1,838 1,660

販売費及び一般管理費 1,075 961

営業利益 762 699

営業外収益   

 受取利息 1 1

 受取配当金 0 0

 為替差益 93 －

 持分法による投資利益 － 0

 作業くず売却益 0 0

 その他 2 0

 営業外収益合計 98 2

営業外費用   

 支払利息 5 6

 為替差損 － 96

 寄付金 30 0

 持分法による投資損失 12 －

 その他 2 0

 営業外費用合計 51 104

経常利益 809 597

特別利益   

 固定資産売却益 43 －

 特別利益合計 43 －

税金等調整前四半期純利益 853 597

法人税、住民税及び事業税 187 206

法人税等調整額 △27 11

法人税等合計 159 218

四半期純利益 693 378

非支配株主に帰属する四半期純利益 133 191

親会社株主に帰属する四半期純利益 560 186
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

四半期純利益 693 378

その他の包括利益   

 為替換算調整勘定 115 △188

 持分法適用会社に対する持分相当額 11 △0

 その他の包括利益合計 126 △188

四半期包括利益 820 190

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 686 △1

 非支配株主に係る四半期包括利益 133 191
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 
(会計方針の変更)

米国会計基準を採用する米国の連結子会社を除く、海外連結子会社において、当第１四半期連結会計期間より

IFRS第16号（リース）を適用しております。これにより、借手の会計処理として原則すべてのリースについて四半

期連結貸借対照表に資産及び負債を計上しております。

当該会計基準の適用にあたり、経過措置として認められている当該会計基準の適用による累積的影響額を適用開

始日に認識する方法を採用しております。

なお、当該会計基準の適用が四半期連結財務諸表に及ぼす影響は軽微であります。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年６月30日)

減価償却費 87百万円 83百万円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月28日
定時株主総会

普通株式 294 5.0 2018年３月31日 2018年６月29日 資本剰余金
 

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。　

　

当第１四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日
定時株主総会

普通株式 588 100.0 2019年３月31日 2019年６月28日 資本剰余金
 

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）

エレクトロ
ニクス事業

不動産事業 計

売上高       

　外部顧客への売上高 3,024 1,664 4,688 4,688 － 4,688

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

15 － 15 15 △15 －

計 3,039 1,664 4,704 4,704 △15 4,688

セグメント利益 356 406 762 762 － 762
 

(注) セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）

エレクトロ
ニクス事業

不動産事業 計

売上高       

　外部顧客への売上高 2,780 2,001 4,781 4,781 － 4,781

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

4 － 4 4 △4 －

計 2,784 2,001 4,785 4,785 △4 4,781

セグメント利益 143 555 699 699 － 699
 

(注) セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

EDINET提出書類

ユニデンホールディングス株式会社(E01830)

四半期報告書

13/16



(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 95円23銭 31円76銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額
(百万円)

560 186

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利
益金額(百万円)

560 186

普通株式の期中平均株式数(株) 5,881,796 5,881,037
 

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２．当社は、2018年10月１日付けで普通株式10株につき普通株式１株の割合で株式併合を行っておりま

す。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額及び

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2019年８月９日

ユニデンホールディングス株式会社

取 締 役 会　 御中

 

三 優 監 査 法 人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 岩　　田　　 亘　　人 印

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 増　　田　　 涼　　恵 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているユニデンホール

ディングス株式会社の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2019年４月

１日から2019年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年６月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ユニデンホールディングス株式会社及び連結子会社の2019年６月

30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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